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は じめ に1>

皆様本 臼は,本 当にありがとうございます。

先ほど弁龍澤研究科長より過分 なご紹介 をいただき恐縮 してお りますが,

1986年4月 よ り,創 価大学法学部 にお招 きをいただいてよ り27年間,法 学

部 ・法科大学院でお世話にな り,本 年(20!3年)3月 をもって定年により退

職することにな りました。

それに際 し,こ のような最終講義 という機会 を持っていただいたヂ研究科

長はじめ法科大学院の先生方に心か ら感謝申し上げます。そ して,本 来 この

時闇は,「 実定法 と基礎法」の授業になりますが,そ の時聞を私の最終講義

として提供 して くださっている履修者の皆さん,あ りが とうございます。

また,ご 挨拶いただいた岩元隆先生,矢 部善朗先生は,2004年 の法科大学

院開設と剛 寺に一実はその前の準備段階からなのですが一専任教翼 として馳

せ参 じて くださった先生方です。この両先生 もこの3月 で任期満了により退

職されることになっております。法科大学院の立ち上げか ら草創期の一番重

要な時期に,と もに法科大学院建設のために,一 切を投げ打って汗 をかいて

いただいたことに,心 か ら敬意を表 し,感 謝申し上げるとともに,本 来であ

ればご自分 たちも十分 な時間を割いてお話 ししていただきたいところであり

ますが,私 のために時間を提供 して くださったことに,衷 心より御礼 申し上

げます。

本 日は,ご 多忙のヰに のように大勢の皆様にご参加いただき,心 から感激

してお ります。法学部,法 科大学院の先生方,あ りが とうございます。伊藤

滋夫先生 もご多忙の中,わ ざわざお越 しいただき,本 当にあ りが とうござい

ます。「実定法 と基礎法」履修者の皆さんはじめ法科大学院在学生の皆さん,

学部で 「宗教法」 を履修 して くださっている方はじめ学部生の皆さん,法 学

ヱ)本 稿 は,私 が2013年1月15獲 に創価大 学において,「 鍛終講義」の機会 をいただ き,そ の際

お話させ ていただ いた内容 に,加 筆 ・補充 を瀦 え,作 成 した もので ある。
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研究科の皆さん,あ りが とうございます。法科大学院修 了生の皆さん,学 部

時代のゼ ミ卒業生の皆 さん,わ ざわざ駆けつけてくださり,本 当にありがと

うございます。

創価大学の教員 として27年 間,大 変お世話になりました。学長,理 事長は

じめ大学関係者の方々に心より感謝申し上げます。

法学部,法 科大学院の先生方には,様 々なご苦労や ご迷惑 をおかけ したこ

とを,心 よ りお詫び申し上げます。 とりわけ,法 学部長時代,法 科大学院研

究科長時代,至 らぬ 自分 を支えていただき,何 とかその任を全 うすることが

できました。 また,先 生方の献身的なご協力 とご尽力により,法 科大学院 を

立ち上げ,順 調に船出をすることができました。本 日駆けつけて くださった

伊藤先生や ご退職された小野淳彦先生を含め,先 生方には,心 より感謝申し

上げます。

学生の皆 さん も拙い講義を熱心に聞いて くださり,ま た,法 科大学院の建

設にもさまざまな形で共戦 していただ き,大 変にあ りが とうございました。

事務室の皆様に も多大なご迷惑やご負擾 をおかけいた しました。心か らお

詫び申し上げます とともに,全 力でご支援 ・ご尽力いただ きましたことに,

衷心より御礼 申し上げます。

そ して何 よりも,様 々な機会に温か く見守っていただき,激 励 ・ご支援 を

いただいた,私 の人生 を通 しての師匠である,創 立者池田大作先生には,筆

舌に尽 くしがたい感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございま

した。

また,先 ほどヂ研究科長か ら,法 科大学院研究科委員会で,私 を満場一致

で名誉教授に推薦 していただいたと伺 いました。身に余 る光栄です。重ねて

御礼申し上げます。

27年 間の教員生活は,私 にとって大変楽 しく充実 した,本 当にかけがえの

ない期 間であ りました。

さて本Hは,こ の27年 問の教貝生活を振 り返 り,法 曹の育成について,及

び 「宗教法」2>の研究 ・教育について,の2点 に焦点を絞 ってお話ししたい
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と思います。

私のライフワー クとして,力 ある正義の法曹 を陸続 と育成 していきたい と

いう思いがあります。創価大学に赴任 させていただいてか らも,そ ういう観

点か ち,様 々な仕事 をさせていただ きました。そこでまず,そ のことに関連

した話 をさせていただきたい。

またもう一つは,教 賃 として 「宗教法」 を專門に,研 究 ・教育に携わって

まい りましたが,そ れに関連 して,宗 教法に関わった契機や宗教法及びその

中心的課題である信教の露1由等について,思 うところを述べさせていただき

たい と思います。

1創 価大学 と私

1創 価大学 との関わ り

(X)創 立考との出会い(1963年7月)

厳密にいうと創価大学 との関わりといえるか どうかわか りませんが,私 が

創価大学の創立者3)で ある池懇大作先生に初めて親 しくお 臼にかか ったの

は,1963年7月3iヨ で した。

私が大学 陳 京大学)に 入学 したのが,1962年4月 で したので,そ れか ら

約1年3か 月ほど経った ときです。いささか信仰の話になり恐縮ですが,私

は1962年 の2月 に創価学会に入会 し,学 生 になったころは同会 の会 賃で し

2>「 宗教法」 とい う明確 に確立 したジャンルがあ るわけ ではない。 あえて欝 うな らば,信 教 の

ド償 レ 政教分離 の原期 とい う憲法原理 の うえに,宗 教 ないし宗教 麟体 に関わ り合い をもつ法領

域 を研究す る分野 であ る,と 欝 えよ うか。憲 法や宗教 法人法の解釈 ・研 究 を中心に,鋭 法,刑

法,響 政法 その他 の隣接 す る諸法のみ ならず,宗 教 学 をは じめ とす る隣接 学問の研究 も欠かせ

ない。近年,偲 教 の欝崩や致 教分離原購 をめ ぐり,あ るいは,宗 教や宗教 朋体 の紛争 をめ ぐっ

て,多 くの裁覇例 が積 み重 ね られて きて いる。 また昨今・は,宗 教法入法 の改正 問題や宗教繊体

の政治活動 その他 の諸 活動 をめ ぐる論議 も濡発 に行 われてい る。 その よ うな諸課題 を研究 ・教

育す る分 野 を 「宗教法」 と位 糠づ けてみた。

3)以 下 の記述 について,池 蹴大作先 生は未だ創簾il大学の翻立 蒋 とい う立場 ではな い蒔期 も含

むが,今 の立場にか ら振 り返 り,池 田先生 を 「翻立潜」 と装詑せていただ く場合 もあ る。
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た。 ただ,あ ま り真 面 目な会 員 ではな く,ど ち らか とい うと斜め か ら創価学

会 を見 てい る よ うな学 生 で した。 そん なあ る 環,私 の住 んで いた寮 の部 屋

に,東 大 の学生 だ とい う方 が訪 ね て きました。 その申の一 入に神 崎武法 さん

が い ま した。大 変真 面 目で,頭 脳 明晰,入 格 も優 れ て い る立派 な学生 で し

た。斜 に構 えて いた私 も彼の 人柄 に触 れ,創 価学会 をも う少 し正 面か ら見て

み よ うとい う気 に な りま した。 そ うこ う して い る うちに1年 近 く経過 し,

1963年7月3臼 に,東 大 法華経研 究会 を発 足 して いただけ る とい うこ とにな

り,私 もその メンバー に加 えて いただ くこ とにな りま した。 そ して,当 繍池

田先生 に,初 め て間近 でお 目にかか るこ とが で きたの です。大学2年,20歳

の 時 です。

生意気盛 りの私 た ちを暖 かい眼差 しで包み込 まれ る包容 力,民 衆一 人ひ と

りの 幸せ を心 か ら願 って お られ る大 慈 悲,ひ と り創価 学 会 の こ とだけ で な

く,全 世 界の こ とを心 配 され てい る大 きな ご境涯(偉 大な魂 といってもいいと思

います),そ して それに命 を張 って戦 ってお られ るお姿,こ れ らの ものが ,先

生 の書々句々 か らビン ビン響 いて きま した。 そ して初 めてお会 いす るの に,

も う何年 も前 か ち自分 の ことを知 って いて くだ さってい るよ うな,不 思議 な

感動 を禁 じ得 ませ ん で した。 わか ちない なが らも,生 命 の感 応 ともい うべ き

ものが あ るこ とを実 感 し,そ れ まで もや もや してい た ものが,こ の一 瞬すべ

て吹 き払 われ て しまい ま した。

ちなみ に,今 か ら振 り返 ってみ る と,池 田先生 は当時,創 価 学会会長就 任

α960年5月31三1)か ら3年 慰で,35歳 。 大阪事件4)無 罪判 決 α962年1月2爾)

か ら1年 半後 くらいの時期 に 当た ります。

ともあれ,池 田先生 の大 きなご境涯 に触 れ,創 価学会 につ いては まだ よ く

わか らな いが,池 田先生 にな らつ いて行 って問違 い ない とい う確信 を得 て,

池 田先 生の下 で,様 々 な仕事 や活動 をしたいな と思 うよ うに な りま した。

勾 大阪事件:1957年 の弓に行われた参議院大阪地方ltrの補欠選挙に関連し起こった公}識選挙

法違反事件。縦憾学会瞳営が煙草などで有権者を買収した,戸 溺訪闘をした等として闘疑され

た。轟臨麟価学会の渉外部長であった禽立考は,搾 別訪麗を指揮したとして鋼年7]:」3}:1に逮

捕され,そ の後起訴されたが,裁 精では,1962年/月2田 に無羅となった。
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そこで神崎さんたちと話 し合い,ど のような形で先生の ご期待 に添える入

問になろうか といろいろ考えた結果,法 学部にいるのだか ら,法 曹になって

民衆一入ひとりを本当に幸せにで きるような力 をつけようということにな

り,当 面司法試験に合格することを臨標に して,勉 学に励 むことにしま し

た。法曹を志 した動機については,ま た後で少々詳 しく述べ たい と思いま

す。

神崎 さんは1964年 に,大 学3年 で司法試験に合格。私 はせめて4年(1965

痢 で合格 しようと頑張 りましたが,残 念なが ら不合格。かな りショックで

した。そんなとき,篠 原誠 さん とい う先輩から,「桐 ヶ谷君,こ の試験 は名

聞名利では受からないよ」 と指摘 され,ハ ッとしました。池田先生のお心に

かなった,本 当に民衆のためにお役に立てる法曹になろうという初心をもう

一度肝に銘 じ,次 の1年 間を頑張 り,翌1966年 に合格 を勝ち取 ることができ

ました。

この1年 間は,合 格 したことはもちろん大変嬉 しいことでしたが,そ れ以

上に嬉 しかったのは,試 験を通 して,池 田先生 との数々の金の思い出を作 る

ことができたことです。短答式試験の合格の夜,図 らずも先生に直接お会い

でき自らの臼頭で合格のご報告をすることができたこと,万 年筆 をいただき

その万年筆で論文式試験に臨むことができたこと,論 文式試験が終わった後

の7月11Hに,や は り図らず も先生にお 閤にかか り試験の終了報告ができ激

励 をいただいたこと,そ の年の8月24臼5)を 記念 して,先 生のお写真 と直筆

の激励文をいただいたことなど,数 々の忘れがたい思い出を作ることができ

ました。私にとっての生涯の宝 ということができます。4年 の現役で合格で

きなかったことが,か えって宝の1年 を送る結果に繋が り,本 当に良かった

と,今 では思ってお ります。

5)創 立者の編価 学会への入会記念 霞(!947年8月24鮒 。
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(2)創 価大学設立構想発表の頃(1964年6月)

私の学生時代に,創 価大学の設立構想が発表されました。!964年6月3帽

に開催 された,創 価学会の第7回 学生部総会 においてです。同総会で池田先

生は,次 のように発表されました6)。

「仮称 繍 価大学』を設置 したい。その大学で,世 界の平和に寄与すべ

き大入材をつ くりあげたい。そのときに,諸 君のなかから,大 仏法を根

底 とし,各 専門分野における大教授がでて教鞭 をとっていただきたい。」

私 もこの総会に出席してお りましたが,当 時は法曹を志 していたので,創

価大学の教員になるということはあま り意識 してお りませんでした。 しか し

その後,様 々な形で創価大学に関わらせていただ くようにな り,教 貝にまで

お招 きいただ くことになったことを考えるならば,こ の総会に出席 していた

ことも不思議な因縁であると感 じています。

(3)弁 護士に(1970年4月)

1966年 に司法試験に合格 しましたが,東 大の大学院法学政治学研究科に在

籍 していた関係で,同 研究科の修士課程2年 間を修了 した1968年 か ら2年 間

の司法修習(22期)を 経て,1970年4月 に弁護士 とな り,活 動 を開始 しまし

た。

(勾 開学の頃/司 法試験の応援(1971年4月 ～)

1971年 に創価大学が開学 され,法 学部 も開設されました。法学部がある以

上,法 曹の育成は必須です。そのためには,司 法試験の合格者 も輩出してい

かなければな りません。私学の中に も司法試験の伝統校 はた くさんあ りま

す。中央大学,早 稲田大学,慶 応義塾大学,明 治大学等々毎年多数の合格者

を輩出している大学には,法 曹の先輩が多数いて,後 輩 を指導 している。創

価大学には,そ ういう先輩がいない。 それでは,我 々が先輩の代わ りになっ

6>測 髄 大学学生 霞治会編 瞼拉 者の語 らい選(以 下,「 語 らい」 とい う)!巻23頁 。
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て志のある学生 と一緒に勉強しようではないか という思いで,当 時の何人か

の若手の弁護士が大学に来 させていただき,課 外で司法試験の勉強 を始めま

した。

そのような中で,2年 経った1973年 に,3年 生で小林芳夫さんが合格 され

ました。創価大学司法試験第1号 の合格者です。その後1975年 か らは,毎

年合格者が出るようになってきました。やがて創価大学からの合格者が後輩

を指導 していくとい う流れができ,こ の流れの中で,国 家試験研究室の法職

課程ができてい くことにな ります。

㈲ 創価大学法学部教授に/宗 教法の研究 ・教育(1986年4月)

その後,縁 を得て,創 価大学の法学部か らお誘いを受け,1986年4月 より

法学部の教授 として,創 価大学に来 させていただ くことにな りました。

それまで,弁 護士 として様々な主として宗教関係の訴訟を扱った りその他

宗教関係の紛争や信教の自由等について,論 文 を書いた り活動 を行 ったりし

てまい りました。また,先 ほど述べ ましたように法曹育成 ということにも若

干の経験があ りました。そのような経験を生かして法学部で研究 ・教育をし

てみないか というお話 しをいただき,来 させていただいた次第です。

法学部在籍中は,国 家試験研究室の室長(!988年4月 ～200◎年3月)や 法学部

長(20◎0年4月 ～20◎癬3月)を 務めさせていただき,法 曹の育成にも尽力 して

まい りました。

(§)法 科大学院の開設(2◎04年4月)

私が法学部長 に在任中の20el年6月12日 に,司 法制度改革審議会が意見

書7)を 作成 ・公表 し,司 法制度改革が大きな課題 となりました。その一環 と

して法科大学院制度 を発足させ るとい うことになり,創 価大学 も今 までの法

曹育成の実績 と伝統か ら,法 科大学院を開設するということにな りました。

7>靭 法 鯛 度 改 箪 審 議 会 意 見 書1臆p://www.ka撹el.慕o.lp/lp/sihOttseido/rep◎rt/ikeRsy◎/
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当時大学院法学研究科長であられた川糠一夫先生が準備委員会の委員長,

法学部長の私が副委員長 として,法 学部の先生方の全面的協力をいただき,

開設の準備に当た りました。伊藤滋夫先生や小野淳彦先生,ま た岩元隆先

生,矢 部善朗先生,島 田新一郎先生,嘉 多山宗先生などにも,法 科大学院が

開設する前から法学部に赴任 していただき,準 備や助走に携わっていただき

ました。

その結果,お 陰 さまで無事2004年4月 から法科大学院をスター トす ること

ができ,私 は初代研究科長 として,2010年3月 まで6年 間務めさせていただ

きました。

以上が,私 と創価大学の関わ りの概要 ですが,次 に法曹の育成 と宗教法の

研究 ・教育 という点か ら,創 価大学 とのかかわ りについて話してみたい と思

います。

2法 曹の育成

(玉)法 曹 を目指 した動機

まず,私 自身が法曹 を穏指 した動機 についてお話 ししたい。それは,一 濤

で雷えば,創 立者の期待に応え,正 義 を守 り,民 衆に奉仕す るカ をつけた

い。そのために,ま ずは法曹の資格 を取得 したいということでした。

創立者は,法 科大学院2期 生が入学 した2005年4月 に次のようなお話 をな

さってお ります。

「弁護士などの法律家には,正 義 を守 り,民 衆に奉仕するとい う重い責任

があるjと 。

そして,ご 自分が無実の選挙違反の罪に問われた大阪事件の体験 をとお

し,「正義の法律家の必要性は,私 自身,幾 度 も身にしみて実感 している」

と述懐 されてお ります8)。

この大阪事件のことは,私 が司法試験を志 した当時か ら承知 してお り,大

S)棚 徳教育 鹸高協議会 ・聖教新聞2005年 魂月!0F{。
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阪事件当時,本 当に民衆を守 り抜 く正義の法曹がいたならば,こ のような冤

罪事件は起 こらなかったはずだ,ま た今後そのような事件は起 こしてはなら

ない,そ のためには,民 衆を守 り抜 くことに徹 しきれる法曹が必要だし,自

分はそういう法曹にな りたいと決意 し,司 法試験 を志 しました。

② 創価大学 に ける法曹 育成 としての関わ り

先 に述べ ま した とお り,創 価 大学 開 学 当初 の司法 試験 の応援(197ユ 年4月

～),法 学 部 教授(1986年 遜月～2004年3月)に 就 任 して か らの,教 翼 ・国家 試

験研 究室長(1988年 胡 ～2000年3月)・ 法学 部長(2000年4月 ～200醗 究3月)と し

て の 関 わ り,法 科 大 学 院 の 開 設 準備(200群 ～2004年)・ 法 科 大 学 院 の 開 設

(2004年4月),法 科 大学院教 授(2004年 胡 ～20!3年3月)・1司 研 究科 長(2004年 嵯

月～20!0年3月)と しての関 わ り等,開 学 か ら今 臼に至 る まで,様 々な形 で法

曹育成 に携わ って まい りま した。

私 としては,法 曹の育成 は 自分 の ラ イフワー クの一つ であ る と考 えてお り

ます ので,今 後 も何 らかの形 で その よ うな分野 に携 わ って まい りたい と思 っ

て お ります。

3宗 教法の研究 と教育

α)契 機

次に,創 価大学で 「宗教法」を研究 ・教育す ることになった経緯について

お話 ししたいと思います。

ア 信教の自由の重要性

私が宗教法を研究 したり教育 したりする大 きな契機 になったのは,信 教の

演由の重要性を痛感したか らです。信教の1勲由は,近 代人権思想の展開にお

いて先駆的 ・中核的役割を果たした極めて重要な基本的人権であり,近 代精

神の金字塔 であると言われてお ります。それを実質的に保障する国家の仕組

み として,国 家 と宗教を分離する政教分離の原則が確立されてきました。

信教の自由が保障されず,国 家が宗教に関わり,宗 教が国家に管理 される
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ようになると,国 家の宗教に対す る統制 ・弾圧が繰 り返されるようになり,

その結果,他 の精神的 自由を初め とする基本的人権の保障の空洞化 を招 き,

民主主義は破壊 され,国 家の独裁化に繋がっていきます。 このことは国の内

外 を問わず歴史的事実であ り,と りわけ我々にとっては,大 日本帝国憲法

似下,「明治憲法jと いう)の 下でつい最近生 じた事実 として,記 憶に新 しいこ

とです。

明治憲法下において,信 教の自由の保障が脆弱であったため,宗 教団体法

で宗教団体が管理 ・統制され,不 敬罪 ・治安維持法等によ り多くの宗教団体

や宗教者が弾圧を受けました。

イ 宗教弾圧 と創価教育の受難

創価教育の創始者である,牧 ロ常三郎先生や戸田城聖先生 も,自 らの宗教

的信念 を貫いて,国 家が命ずる神札(神 宮大麻)を 会員に礼拝 させ なかった

とい う理由で,不 敬罪 ・治安維持法違反で逮捕 ・投獄 されたことは,皆 さん

ご存 じの とお りです。

先ほどお話 しした大阪事件にして も,明 らかな冤罪です。これも当時大 き

く教勢を拡大 して きた創価学会に対する国家の牽制 と見ることもできます。

臼本国憲法で信教の 自由が完全な形で保障されている現在においても,信 教

の自出の侵害 ということは,あ り得 るのです。

ウ 言論問題 と宗教団体の社会活動のあ り方

いわゆる言論問題9)の ころは,創 価学会の社会的活動,と りわけ政治活動

が議論 されました。そんな中で,宗 教団体 の社会的活動の在 り方,政 治活動

の在 り方などについて,い ろいろ研究 した り考えたりしました。

9)言 論 問題:!969年 か ら獅0年 にか けて,創 価学会 と闘会 を支持愚体 とす る公明党 が 自らに

批 判的な書籍の 患版等 につ いて,適 切 な取財 も しないで鐵版 をす るこ とを差 し捜 え るよう働 き

かけたこ となどをめ ぐって,憲 法に保障 され た醤論 の 自由及び技1版の 騰由を侵 害す るものだ と

して,剣 価学会 ・公明党 が激 しい社 会的批判 にさらされ るとともに,創 価 学会 ・公明党の轡接

な関係 が政教 分離原購の観点 か ら闘題視 され た。!970年5月3H,創 備学会 会長 であ った鋼立

蕎が 「需論娚轡の意1溺はなかった」 としなが らも公 式に謝羅 し,棚 擁1学会 ・公明党の闘題点 を

改善 するこ とを公約 した。
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工 靖国神社問題 と政教分離

また,政 教分離原則を揺 るがすような動 きもあ ります。その一つが靖国神

社国営化法案の問題です。その法案は1969年 に自民党か ら議貝立法 として国

会に提出されたのを皮切 りに,5回 にわた り国会に提出されましたが,そ の

都度強力な反対にあい,1974年6月 に第5回 目の法案が廃案になった後は,

一旦この法案の制定は断念 されてお ります。この法案は,政 教分離原則をな

いが しろに して信教の自由を脅か し,国 家神道や軍国主義の復活に繋が りか

ねないものです。私 も青年の頃,こ の法案の反対 を主張 して,デ モの先頭に

立った り,国 会に陳情 したりして,法 案阻止のために活動 した経験があ りま

す。

法案挫折の後,そ の代わりとして登場 して きたのが,靖 国神社への公式参

拝の問題です。内閣総理大臣等の閣僚が公的資格で靖国神社 を参拝すべ きで

あるという運動で,そ れにより靖国神社 を国家に尊崇され る特別な神社 とし

ようというものです。これ も,後 に述べ るとお り,政 教分離原則に反す るも

のであることは書うまで もあ りません。

オ 板 まんだら訴訟への関与

私が宗教法に関心 を持つ大 きな契機になったもう一つが,い わゆる 「板 ま

んだら訴訟」への関わ りです。この訴訟は,私 が弁護士になって閥もな く

の,1972年 に提起されました。私 はこの訴訟に一審から携わらせていただき

ました。訴訟の詳細は省略 しますが,創 価学会が 「正本堂」 とい う宗教上の

意義のある堂宇を建立するに際して募った寄付(宗 教上 「供養ijと呼ばれる)に

つき,要 素の錯誤があったとして,創 価学会に対 して,不 当利得返還請求権

に基づ き寄付金の返還 を求めた訴訟です。錯誤の内容 として,創 価学会の信

仰 の対象物である,田 蓮が弘安2年 に図顕 したとされている本尊 樋称 「板

まんだら」)が偽物であるとか,堂 宇の宗教上の意義付 けが変わったなどと主

張しました。この請求の当否 を判断するためには,信 仰対象物である板 まん

だらの真贋や創価学会の教義内容につ き,裁 判所が深 く立ち入って審理 ・判

断をする必要があ ります。私 はこの訴訟の被告(錨 騨 会)の 代理入の一人
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として携わりました。

被告側は,実 体審理に入ると宗教上の教義 ・信仰 に裁判所が関わらざるを

得な くなる,こ れは信教の自由に対する司法権の介入になると考え,一 審段

階か ら,却 下(す なわち,門 前払い)の 主張 をしました。一審は,被 告の主張

を認め却下の判決 を下 しましたが瑚,控 訴審 では,不 当利得返還請求権 と

いう形式にこだわ り,法 律上の争訟であることは否定できない として却下を

取 り消す判決を下 しました11>。そこで最高裁で争われることにな りました。

最高裁では,ご 承知の とお り,こ のような訴訟は法律上の争訟ではないとし

て控訴審判決 を破棄 して,却 下の判決 を下 し劾,以 後 の リーデ ィングケー

スの一つ となってお ります。

ここに至 るまでに,大 変な苦労 と経験 をさせていただ きました。まず代理

人として,川 島武宜弁護士 陳 京大学名誉教授)や 色川幸太郎弁護士 ⇔癒最高裁

判劇 な どにお願いし弁護団に加 わっていただきました。両先生 とも,信 教

の自由の重要性に鑑み,ひ とり創価学会だけの問題ではないということで,

極めて熱心に取 り組んで くださいました。 また,今 でこそ宗教関係の裁判例

が数 多く見 られるようにな りましたが,当 時はこの件のような事例に司法が

どう対処するかということについての適切な判例があ りませんでした。そこ

で,範 を仰 ぐために,ア メ リカや ドイツなどに赴 き,適 当な判例 を集めた

り,こ のような問題につ いてのエキスパー トの方々に鑑定意見書(Expert

o画o貧)を 書いていただいた りして,最 高裁の調査 宮に意欲的に届けた りも

しました。そのようなことも効 を奏 してか,最 高裁で再逆転することができ

た次第です13>。

この判決があった田,打 ち合わせ会場 に使 っていた施設に帰 ってきた と

玉0)東 京地裁昭瀦50鰍0罵6鷺 判決 ・判時802号92頁.

11)東 京高裁昭和51年3月30匠1判 決 ・判時809号27頁 。

12)最 高裁昭和56年4層7B第 三小法廷≧溝決 ・民集35巻3号 嘱3頁 。

13)級 まんだ ら訴 訟の経過,内 容,意 義 等につ いて論 じた論 稿 と して,拙 稿 際 教 上の纂 項 と

司法権 一一媛高裁ll板 まん だら判決」 とその後の下級 審裁 物例 の動爵翫一」宗教法,5暦(!986年)

66璽竃参翼銭。
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き,満 開の桜の下で弁護団の記念写真 を撮 りましたが,こ の とき川島先生

が,「 これで臼本の信教の自由は守 られた」 と大変喜 ばれていた姿が今でも

忘れられ ません。

この経験 をとお し,宗 教 と司法権の関係について,比 較法 を含め,様 々な

角度か ら勉強するとともに,判 例 を作るのは実は弁護士なのであるというこ

と,そ してそれを苦労 しなが ら作 ってい く喜び というものを身にしみて感 じ

た次第です。

その後 も,こ の経験 を生か し,い くつかの宗教関係の裁判を経験 してお り

ました。

(鋤 研究 ・教育

ア 創価大学法学部からの誘い

1986年4月 より創価大学法学部に来 させていただ くに際し,今 までの経験

を基に,信 教の慮由や政教分離原則等を軸に,法 と宗教の関係,国 家 と宗教

の関係,宗 教 と社会の関係等について,少 し体系的にまとめてみようという

ことにな り 「宗教法」を開講することになりました。

講義科 目として 「宗教法」を開設 し,ゼ ミでも 「宗教法研究」 をテーマに

折々の課題について,議 論 し論文集 を作成 した り,創 大祭において展示 をし

たりして,信 教の自由等についての一般の意識 を高めるような活動 を行 って

まいりました。

イ 宗教法学会での活動

そのような中で,宗 教法学会に も入会 して,研 究報告をした り,同 学会の

方々 と意見交換をした りもしてきました。

この宗教法学会 というのは,大 変面白い学会で,宗 教 と法に関する領域に

ついて様々な角度か ら研究する学会です。公法,私 法等実定法の研究者も多

く所属 してお りますが,宗 教関連の裁判に携わった経験のある弁護士 ・宗教

行政の経験者等の実務家や,法 学関係の研究者でも,法 哲学,法 社会学等の

基礎法の研究者もお り,ま た,法 学関係だけでなく,宗 教学,社 会学等の研
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究 者 も所属 して ます。 賛助 会員 と して,宗 教 団体や 宗教 団体 の実務 担 当者 な

ども所属 し,ま さに学 際的 であ る とともに理 論 と実務 の架橋 に もなる学 会で

す。

!985年 に この学 会の会 員 にな り,熱 心 に研 究報告や 会の活動 を行 っていた

こ と もあ り,監 事(1988年 ～!996年),理 事(1996年 ～200Saga),常 務 理事(21)08年

～)な どの役 貝 を経験 させ て いただ きま した。 また,2001年 か らは,事 務 局

も搬当 し,事 務 局長 として,宗 教 法学会 の運 営 を担 って い きてお ります。

◇

以上,私 と創 価大学 との関 わ りにつ いてお話 しして きま したが,次 に,法

曹 の育成 と 「宗教 法」 の研 究 ・教 育の2点 に関連 し,思 うとこ ろをお話 しし

たい と思 い ます。

H目 指す法曹像

第一番 隠の,法 曹育成に関連 し,目 指すべ き法曹像 について考 えてみた

い。その前提 として,次 の点を確認 しておきたいと思います。

1建 学の理念 と創価法学

創価大学の建学の三精神 として,創 立者から,① 「人間教育の最高学府た

れ」,② 「新 しき大文化建設の揺藍たれ」,③ 「人類の平和を守 るフォー トレ

ス(要 塞)た れ」 をいただいてお ります。

また,創 価教育万代の碑 ・碑文には,「 人は教育によりて入 となる/人 は

教育によりて幸福 を開 く/人 は教育によりて平和を創 る/故 に人間教育は最

極の聖業にして/万 代 を照らしゆ く不滅の光な り」 と記されてお ります。

そこに通底する理念は,人 間主義 と言えましょう。それは,入 間一入ひと

りを本当に大事にす ることです。そこに創価教育の神髄があると思います。

それを法学の分 野で実現す るためには どうしたらよいか。従来 ともす る

と,統 治するための法学が実態であ りましたが,そ れを 「民衆のため」の法
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学,「 平和 と人権」に視座を置いた法学に してい く。すなわち,入 間に視座

を置いて,一 入ひとりを最大限に尊重するという理念 とその実践を志向する

法学を構築 してい く。これが,い うなれば 「創価法学」である。このように

思います。そ して,そ の精神 を体現す る法曹を育成することが,創 価大学の

使命であると考えてお ります。

その ような使命感に立ち,開 学当初からの関わ りにおいても,創 価大学に

赴任 して以来の,法 学部教授 として,ま た国家試験研究室長,法 学部長 とし

ても,創 価法学を体現できる法曹を育成 しようと取 り組んでまい りました。

そして,法 科大学院開学に至るまでに,108名 の合格者を輩出 して来ました。

2司 法制度改革審議会意見書の示す法曹像

先に述べ た意見書は,司 法制度改革の根本的な課題を,「法の精神,法 の

支配がこの国の血肉と化 し,『 この国のかたち』 となるために,一 体何 をな

さなければならないのか」,「凹本国憲法の よって立つ個人の尊重 億 法鋤3

条)と 国民主権 伺 前文,第!条)が 真の意味において実現 され るために何が

必要 とされているのか」 を明らかにすることにあると設定 し,そ の人的基盤

を担 う法曹の質 ・量の拡充が不可欠であるとした うえで,法 科大学院が養成

すべ き法曹像について,大 要次の内容 を示 しました。

① 「法の支配」の担い手

② 国民の社会生活上の医師

③ かけがえのない入生 を生 きる人々の喜びや悲 しみに対 して深 く共感

しうる豊かな入間性の酒養,向 上 を図る

ここで 「法の支配」とは,一 般的には 「専断的な国家権力の支配(人 の支

配)を 排斥し,権 力を法で拘束することによって,国 民の権利 ・自由を擁護

することを目的 とす る原理 である」 とされています⑳。

すなわち,「法」を,権 力が国民を支配するための道具 として使 うのでな

凶 芦部{言喜 郵憲法灘(新 版 ・補訂版)三5頁 。
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く,真 に国民の利益のために,国 民の側に立って運用 していこうという理念

と雷えます。それは,「個人の尊厳」を最大の価値 とす る 「個 の尊重」の理

念,突 き詰めれば,「 人間尊重」の理念です。

3創 価大学こそ新時代の法曹の旗手

これはとりもなおさず,「 創価法学」の志向するもの と軌を一に してお り

ます。まさに司法制度改革の 図指す2!世 紀の法曹像は,創 価大学が開学以来

志向して きた法曹像 と深 く共鴨す るものであ ります。私はこれ を見て,い よ

いよ創価大学が次代を担 う法曹を本格的に育成すべ きときが来たと意を強 く

しました。創価大学法科大学院こそ,21世 紀の法曹界を担 うにふ さわ しい,

入間性豊かな法曹を陸続 と育成 し,輩 出す る使命があると確信 し,だ か らこ

そ,何 が何でも法科大学院を開学 しようと決意して,法 学部の教員の皆様や

大学関係者の皆様 とともに開学に向かって魑進 した次第です。

4創 立者の示された理念

創価 ロージャーナル創刊 号に創立者は,巻 頭言を寄せて くださり,そ の中

で次のように訴えられています15)。

「『人間のため』眠 衆のため』『正義のため』 この信念こそが,法 律

家の永遠の原点であり,『マグナ ・カルタ』であ りましょう。」

「『邪悪を正す冷徹な知性』 と 『八問を愛する温かな慈愛』,そ して ゼ勝

利 を決する強靱な魂』 を併せ持った法律家 を育成することは,入 類 と地

球の未来への 『平和の準備』の聖業にほかな りません。」

また,2期 生入学後の創価教育最高協議会で,次 のように話されてお りま

す癩。

「一人残 らず,21世 紀の法曹界をリー ドする法曹に育って欲 しい。」

「弁護 上などの法律家には,正 義 を守 り,民 衆に奉仕す るという重い責

15)棚 価 鴇一 ジャー ナルvoL1(秘 刊号)1頁 。

16)萬 掲注8参 照。
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任がある。」

「法律家は,正 義の実現のためにいるのではないか!善 のために戦い,

民衆に尽 くすべ きではないか!」

「民衆が権力の横暴に泣いてきた歴史を転換す るために,正 義の法律家

が必要である。」

「悩める人々に向か って,『私がいるか ら心配あ りませ ん1』 『正義のた

めに,断 じて勝 って見せ ます』 と轡い切れる,力 ある人材が不可欠であ

る。」

ここにも,人 間性の尊重,悩 める民衆に奉仕す る責任,正 義を実現する信

念の重要性が,ほ とば しり出ています。 これ らを精神的基盤として,創 価大

学法科大学院では,巻 頭言にいただいた,次 の3点 を 「三指針」 としてお り

ます。

① 「邪悪 を正す冷徹な知性」

② 「人聞を愛する温かな慈愛」

③ 勝 利を決する強靱な魂」

5創 立者の期待

創価大学が法科大学院を開学す ることに関し,創 立者も大変期待 されてお

り,い ろいろな角度か ら激励 して くださいました。

(i)開 学前

ア 関係者への諸激励

法科大学院の開学に向かって諸準備に当たっているメンバーに対 して,法

科大学院の開学に向けての進展状況が掲載された聖教新聞に,例 えば,次 の

ような激励 を書いて,い ただきました。

・真剣な 君 らの祈 りで 勝利かな

・勝 ちにけ り 栄 えゆかなむ 創価大

・偉大な法科大学院設覆 君の努力に 心から感謝
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イ 合格老への激励電報

また,1期 生の合格者に対 しては,例 えば次のような内容の電報をいただ

きました。

「晴れの合格おめでとう!最 難関を突破 して,誇 り高き第一期生 とな

られた貴兄の栄冠 を,心 よ り最大に祝福いたします。

私の創立 した法科大学院に来て下さ り,感 謝に耐えません。送 り出し

て下さった御家族の方々にも,ど うか呉々 も宜 しくお伝え ください。

貴兄の偉大な る正義の使命の人生に,限 りな く勝利あれ!栄 光 あ

れ!と 祈 りつつ

○○君,万 歳!一 期生万歳!」

ウ 事務室 ・法廷教室をご訪問

法科大学院の開学の2日 前である,2004年3月30臼 には,今 の法科大学院

事務室 と法廷教室をご訪問 くださ り,次 のような激励 をいただきました。

「教育は世界の焦点です。中でも,法 科大学院は,今,一 番の急所です。

私 も見守っています。 どうか,よ ろしく頼みます。」

「法科大学院か ら社会に有為 な人材 を数多く輩出 していただきたい。」

この際 その場にいた花見常幸教授,黒 木松男教授等の様々な状況 もつぶ

さに聞いてくださり,激 励 とともに多大な勇気をいただきました。

② 開学後

開学後 も,様 々な激励 をいただいてお ります。

ア 開学 した法科大学院に対する激励 ・期待

法科大学院 としては第1回 目の入学式 となる,2004年 の入学式 飼年4N

1日)に おいて,次 のように激励 ・期待 をいただきました17)。

「世界が見つめ る法科大学院 も開設されました!き ょうは,勇 壮 なる

正義 と勝利の伝統 を築 き上げる出発です!」

17)プ リヤ… ド国立大学f名 誉教授 」称 讐授与式。語 らい鐘巻32頁 〔43頁〕。
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2005年 に2期 生が入学 した際には,先 に述べ ました創価教育最高協議会で

の激励 ・期待が寄せ られ,同 年ll月 に発刊された 『創価 ロージャーナル』創

刊号には,先 に述べ た内容の巻頭言 を寄せ ていただきました。これらが,法

科大学院生の指針 となっていることは前に述べたとお りです。

イ 新司法試験合格考 に対する激励 ・期待

2006年 の第1回 新司法試験に,14名 の ヱ期既修者の修 了生が臨み,8名 が

合格 しました。合格率57パ ーセン トは,全 国平均48パ ーセン ト(私大平均は41

パーセント)を 大幅に上回 り,全 国で14位,私 立大学の中では5位 で した。

同年!0月8Hに 行われた創価栄光の集いに参加 させていただいた合格者に対

し,創 立者は,冒 頭次のように祝福の言葉 をかけて くださいました18)。

「難関の 『新司法試験』 を堂々と勝利 した法科大学院の1期 生の皆 さん

方,ま ことにおめでとう!わ が創価大学の新 しい歴史をつ くって くだ

さり,心 から感謝申し上げます。」

創立者が北京師範大学から通算200番眉 に当たる名誉教授称号の授与 を受

ける式典 で,ご 欝分のことはさておいての激励に,合 格者一同,大 変感動を

受けたものでした。

2007年 には,1期 未修者 ・2期 既修者が修了し,39名 が第2回 新司法試験

に挑戦 して20名 が合格 しました。合格率51パ ーセン トで,全 国で9位,私 立

大学の中では4位 と健闘 しました。この合格者 と前年の合格者が参加させて

いただいた同年10月6日 に行 われた創価栄光の集い(脚 獅 範大学よりの220番

目の 「名誉教授」称号授与式)で,や は り冒頭に,次 のように激励 をして くださ

いました19)。

「先月,最 難間である,第2回 の新司法試験の結果が発表された。

わが創価大学の法科大学院は,全 国で トップクラスの見事なる勝利を飾

ることができました。 きょうは,晴 れて合格 した英才20人 が,昨 年の合

格者 らとともに,出 席 して くれている。おめで とう!」 「学生に力 をつ

18)北 京師 範大学 「客誉敬 授」称号授 与式。語 らい18巻176頁 。

19)il鯉 騨 随 大学 「名醤 教授」称号授与式。語 らい19巻136頁 〔i39～140頁/。
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け て くだ さった先 生方,応 援 して くだ さった先 輩方 に,心 か ら,御 礼 申

し上 げ ます。 あ りが とうご ざいま した。」 「法科 大学院 の皆 さん,頑 張 っ

て くだ さい。先 輩 として,道 を開 いてい ただ きたい!」

これ らは,ほ ん の一部 ですが,創 立 者 は,こ の よ うに全体 的 にあ る いは

個 々 に,折 に触れ法科 大学院生 に励 ま しを送 って くだ さってお ります。本 当

に庶民 の心 が わか る,人 間性豊 か な正義 の法 曹に育 って もらいた い とい う思

いか らであ るこ とは 言 うまで もあ りませ ん。 この創 立者 の思 いに応 え るべ

く,頑 張 って いただ きたい と思 う次 第です。

II1信 教の 自由の今 日的意義 ・重要性

次 に,も う一つ の柱 であ る,宗 教法 に関連 して,若 干 お話 を してお きたい

と思 い ます。

1気 になる動 き

先にも述べましたように,信 教の離 ・1の保障こそが,極 めて重要な価値で

あると考えてお ります。そこで,そ れを脅か しかねない,い くつかの気にな

る動 きについて指摘 しておきたい。

(豆)判 例の動向(政 教分離についての緩やかな分離志向)

政教分離 とは,国 家 と宗教 の分離のことであ りますが,十 分に信教の 自由

を保障するためには,分 離は厳格な方がよいと考えてお ります。 しか しなが

ら,最 高裁の判例は,津 地鎮祭訴訟判決20)で 翔的効果基準 を採用 し,緩 や

かな分離を志向 しました。以来,行 政が宗教に関わる行為をした際にそれを

チェックす るべ き立場にある司法が,ど ちらか というと行政の暴走を追認 し

ているのではないか という状況が長 く続いてきました。

2(})津 地鎮祭訴訟最高裁 判決:最 高裁1召瀦52年7月!3難 大法廷甥決 ・民集3!巻4号533頁 。
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愛媛玉 串料訴訟21),砂 川空知太神社訴訟22)等 の最高裁判決 で,厳 格 な分

離 を志向す る気配はあるものの,園 的効果基準という曖昧な基準 を放棄 した

わけではな く,予 断は許 しません。判例の動向を厳 しく監視 してい く必要が

あ ります23)。

② 靖国神社公式参拝

しば しば再燃される靖国神社公式参拝 も懸念材料の一つです。 内閣総理大

臣がその資格で公的に靖国神社 を参拝す ることは,明 らかに 「国及びその機

関」の 「宗教 的活動」(憲法20条3項)で あ り,政 教分離原則に真っ向か ら反

すると私は考えます。

しか し,靖 国神社の国営化法案が廃案になった後,何 とか同神社を特別な

神社にしたい という勢力が根強 く存在 してます。そのような勢力に迎合 して

か,自 らの信念か らかはわか りませんが,時 の首相が靖国神社 を公的資格で

公式に参拝す るとい うことが,時 折繰 り返され ます。古 くは中曽根康 弘首

相2の,近 くは小泉純一郎首相25)な どが,そ の典型例 です2c')。

この行為の合憲性について,最 高裁の判例はあ りませんが,高 裁 レベルで

21)愛 媛玉 串料訴 訟最 高裁判決:最 高裁平成9年4月2臼 大法延 網決 ・提集51巻4号1673頁 ・

覇 時】60ユ号遮7貰。

22)砂 規 空知太神 社最1霧裁判 決:最 高裁 平成22年1月2(糠 大法廷 三絹決 ・民集64巻1暦 達頁 畔 弓

釘寺2070琶卜2/翼蔑。

23)政 教分離 原則 をめ ぐる裁覇例 の動 向につい て,本 文に書 いた ような問題意 識か ら分析 した

論稿 として,例 えば,拙 稿 「欝本におけ る政教分離裁 判例 の動向一津地鎮 祭訴訟,愛 媛玉 串料

訴訟,そ してその後 …」(桐 ヶ谷章 憾灘i尚}{糟 緻 教分 離 のlli米比較 遜礫 三文 明社,2◎01

年>37買)劉 照。

2の 王985年8櫃 頒 に,肩 書記帳 の上,供 花料3万 罵 を公 金か ら支出 し,本 殿 で一礼 す る方武

で公式参拝 をした。

25)そ の後 中匡1など諸外国か らの 強い反発 もあ り,翌 玲86年 か ら しば ら くは首 梢の靖 国神 祉滲

拝問題は小康状態 にあったが,小 泉純…一郎首梢 にな ってか らこの間題 は再 燃 し始め た。 岡誉継

は200蓬年のi業眠 党総裁選 の中で,8月!5Llに はいかな る批覇が あろ うとも靖閏神社 に公式参拝

を行 う霞を宣 欝 し,首 櫓 在任中次の とお り靖 捲諦躍 二に参拝 した。①2001年8月1頷,②2002年

4月21M(蘇 季携 大祭初iii),③2003年1月1輯,④2004年1月1[li,⑤2005年/0S'll7i・1(秋

季例大祭初il)⑥2006年8H15H,

26)最 終 講義 後の ことではあ るが,本 稿 脱稿荊 の2013年!2月26日,安 倍 懸三 誉絹が 突如靖 国神

社 を公武 に参拝 し,論 議 を呼ん でいる。
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は,概 ね違憲の半糊テがなされてお ります27>。この行為 をめ ぐって,外 交 ヒ

の問題などもあるか もしれませんが,そ れにも増して,政 教分離 を揺 るが し

かねない大 きな問題であると考 えます。 これ らの動 きにも鋭 く翻を向けてい

く必要があ ります28)。

(3)宗 教法人法の改正を契機 とする宗教の国家管理への動 き

ユ995年にオウム真理教が地下鉄サ リン事件など重大な犯罪を犯 したことを

契機に,宗 教法人法の改正論議が巻 き起 こ り,何 点か改正 され ました。

詳細は割愛させていただきますが,本 来宗教団体の宗教活動を円滑に行え

るようにするために宗教団体に権利能力を与えることを罠的 とした宗教法人

法を,宗 教団体 を管理監督できるような法律に変更 しようとすることを志向

した改正でした。

その根底にある考え方は,宗 教団体は国家が 屠を離す ととんでもないこと

をや りだすか ら,国 家が 目を光 らせ ていなければならない という考え方で

す。そのような考 え方で制定 された戦前の宗教 団体法が宗教統制の具 とさ

れ,治 安維持法などとあいまって宗教弾圧 を引き起こしてきたことは,記 憶

に新 しいことです。宗教法人法の改正は,そ の愚を繰 り返すことにもなりか

27)呼 噌 根 爵絹 の公式射 畔三に関連 し,次 の2判 決 はその違憲 性 を示 唆 してい る。①大 阪靖圏訴

訟捜訴 審判決(大 販i§著裁平成4年7月3Giヨ 肇1決 ・'綿1寺1蔀4一域38頁 ・覇 タ789暦94頁),② 綴岡靖

国訴 訟控 訴箒判決(福 岡高裁響械4年2月28羅 判決 畔 号時1昭6号85籔 ・覇 タ778号88頁)。

小 泉首粗の公 式参拝 に関連 し,大 阪 高裁平 成17年9月30縦 糊決 ・訟務 月報52巻9号2979頁

(確定〉は違憲の覇断 を してい る。 また,地 裁判決 では あるが,癌 岡地 裁平成16年4月7欝 覇

決 ・籾時/859窃25翼(確 驚)は,「 裁 判所 が違憲性 につ いての判断 を撮避 すれば,今 緩 も構様

の行為が繰 り返 され る可能性が高 い とい うべ きであ り,轟 裁判所 は,本 件参拝の違憲性 を半糊量

す ることを自 らの責務 と考 え」 あえて憲 法輝断 をす る とした 上で,「 社会通 念に従 って客観 的

に判断す ると,本 件 参拝 は,鱗 数とか かわ り合 い をもつ もの であ り,そ の行為が一般 人か ら宗

教的意義 をもつ もの と捉え られ,… その効果 は,神 道の教義 を広め る宗教施設で ある靖 国神祉

を援助,助 長,促 進す るもの とい うべ きであるか ら,憲 法20条3項 によって禁止 され ている宗

教的活動に蝸 たる とゴ とした。

なお,高 裁 レベ ルで も地 裁 レベルで も,公 式参拝 を合憲 と判断 した裁半弓例 は無い.

28>こ れ らの点 につ いての闘題意識 と裁判例 につ いて,差 し掘 た り,拙 稿 ヂ憲 法改証論 と政教

分 離論 一憲法20条 をめ ぐって」(洗 建 ・照中滋編 『国家 と宗教一寒教 か ら発 る近現代Ll本 毒 く法

藏館,2007年>36頂)38頭 ～385頁,38頂,392頁 ～397頁 参照、
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ねないものがあ ります。

今後の運用 も含め,厳 しく監視 していかなければなりません鋤。

それに付随いて,当 時宗教団体の社会的活動や政治活動のみならず宗教活

動そのものまでも規制 しようとす る法案が一部で真剣に検討されてお りまし

たが,そ れこそ信教の自由に対す る重大な侵警になります。

油断するとこのような動 きが頭 をもたげ活発になります。注意深 く監視 し

ていかなければな りません。

㈹ 自民党の憲法改正論議

自民党が憲法改正論議 を進めています。その中で,信 教の 自由 ・政教分離

規定についても改正案 を発表 してお ります。

2005(平 成17)年!l月22難 に 自民党 として決定 ・発表 した草案では,次 の

ような内容になってお りました3e>。

-20条3項 を 「国及び公共団体は,社 会的儀礼又は響俗的行為の範囲を

超える宗教教育その他の宗教的活動であって,宗 教的意義 を有 し,特 定

の宗教に対する援助,助 長若 しくは促進又は圧迫若 しくは干渉 となるよ

うなものを行ってはならない」 と規定 し,そ の上で89条 を1項 と2項 に

分け,!項 を 「公金その他の公の財産は,第20条3項 による制限を超え

て,宗 教的活動 を行 う組 織又は団体 の使用,便 益若 し くは維持 のた

め,支 出し,又 はその利用に供 してはならない」 と規定 している一

2012年 案では,20条 につ き,次 のように改正 しようとしてお ります31>。

29)宗 敷 法入法の改正 の闘題 点 とそれ に対 す る危撰 ・危険性 の指摘 につい て,差 し当 た り,拙

稿 「宗教法 人法の改正 をめ ぐる闘題点 一宗 教國体 に対す る管理 の要 素の導入の麿無 と燈 霧 一」

棚価法学26巻2・3合 併号(1997年>9頁,「 改正点 をめ ぐる諸 閥題 一宗教鑓体に対す る管理 の

要素の導入一 」宗教 法第!6号(ig97年)55頁 参照、,

30)ド{由 民主党新 憲法草集 〔2005年10鍔28F}決 定,岡 年11月22幾 岡党 立党δ0周年紀 念党大会 で

最終決定〕(全 国憲法研 究会 編 『法律時報増屑 ・続 ・憲法改正閣題潟 〈購本評論祉,2006年>96

頁)10頭 。

31)欝 由民主党k]本 国憲 法(現 行 憲法対照)」(2012年 娃月27臼 決定)7頁 。

http://www.jiMin.jp/po}icy/policyゴopics/pdf/seisal〈u-lg9.pdf#search
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(信教の1驚由)

20条 信教の自由は,保 障する。国は,い かなる宗教団体 に対 して も,

特権 を与えてはならない。

2何 人 も,宗 教上の行為,祝 典,儀 式又は行事に参加することを強制

されない。

3国 及び地方自治体その他の公共団体は,特 定の宗教のための教育そ

の他 の宗教的活動 をしてはならない。ただし,社 会的儀礼又は習俗的

行為の範囲を超えないものについては,こ の限 りでない。

2005年 案 と2012年 案では,表 現の仕方は異なるものの,要 するに国家の宗

教的活動 であっても 「社会的儀礼」,腰 俗的行事」の側面 を有する場合には

許される 襟止されない)と 憲法で規定 しようとしています。これらが 「宗教

的活動」にあたるか否かは,司 法判断でも様々に分かれるところです。それ

を,こ ともあろうに憲法で一律に 「宗教的活動でない」 として しまお うとい

うのです。一言で言えば,政 教分離規定を実質的に骨抜 きに して,首 相の靖

国神社等への公式参拝 を初め,神 社神道に関わる諸儀式に国家等が関わるこ

と及びそれ らの諸行事に公金を支出することにお墨付 きを与えることを目的

としている。すなわち,首 相の靖国神社への公式参拝や天皇や皇室にかかわ

る諸儀式そしてそれに関わる公金支出等を,ほ ぼ確実に憲法に抵触 しないよ

うにするための装置を仕上げようとしていると言えます。

さらに,そ の先に国家神道の復活が見え隠れしてお ります。9条 の改正 と

相挨って,新 たな戦没者 を想定 した改正であると危倶す る意見す らあ りま

す。

断 じて看過するわけにはいきません32)。

32)こ の ような動 きに対す る危惧 ・危険牲 を指摘 した論稿 として,差 し漁た り繭掲 注28掲 記の

拙稿参照◎
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2国 家による宗教管理は断 じて許すな

(の 国家が宗教 を管理するとき,人 権 は侵害 され,国 家 は破滅に向か う

国家が宗教 を管理するとき,精 神の 自由を初め とする基本的入権が侵害さ

れ,民 主主義の破壊 ・国家の独裁化を招 き,や がて国家は破滅に向か う。こ

れが洋の東西を問わず歴史的教訓であることは,再 三述べて きた とお りで

す。

したが って,そ のような動 きに対 しては,敏 感に,厳 しく対応 していかな

くてはな りません。その点について,何 点か思 うところをお話 ししたい と思

います。

②"宗 教意識の雑居性"の 落 し穴

時折,わ が国における国民の宗教意識の雑居性 ないし多重性を理由に政教

分離原則を緩やかに解釈 しようとす る考 え方があ ります。

例えば,津 地鎮祭訴訟の最高裁判決の多数意見では次のように判示 して,

市の地鎮祭挙行が合憲であるとする根拠の一つ としています。

「元来,わ が国においては,多 くの国民は,地 域社会の一翼 としては神

道 を,個 人としては仏教 を信仰するなどし,冠 婚葬祭に際 しても異なる

宗教 を使いわけてさしたる矛盾 を感ず ることがないとい うような宗教意

識の雑居性が認め られ,国 民一般の宗教的関心度は必ず しも高い もの と

はいいがたい。」

また,愛 媛玉串料訴訟の最高裁判決におけ る三好達裁判官の反対意 見で

は,次 のように述べてお ります。

「我が国においては,家 に神棚 と仏壇が併存 し,そ の双方にお参 りをし,

さらに,家 の中にはそれ以外の神仏の守 り札 も掲げられているといった

家庭が多 く,場 合によっては,そ の子女は ミッション系の学園で学んで

いるといったこともみられ る。」「我が国においては,多 くの国民の宗教

意識にも,そ の 日常生活にも,異 なる宗教が併存し,そ の併存は,調 和
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し,違 和感のないものとして,肯 定 されているのであって,我 が国の社

会においては,一 般に,特 定の宗教に対す るこだわりの意識は希薄であ

り,他 に対 してむ しろ寛容であるといってよい。」とし,「このような社

会的事情 も考慮に入れ られなければならず,特 定の宗教のみに深い信仰

を持つ人々にも,本 件のような問題につ きある程度の寛容 さが求められ

るところである。」 としている。

ともす ると耳に入 りやすい議論ではあ りますが,入 権保障における最 も重

要な視点 を欠落 した考 え方 と言わざるを得 ません。宗教意識の雑居性ゆえに

他の宗教に寛大であったり無関心であった りす る国民が多 くて もよい。 しか

し,だ からといって例 えば自分の宗教に潔癖であ りその ようになれない国民

にまで他の宗教に寛大であることや無関心であることを押 し付けることは許

され ませ ん。「基本的人権,特 に精神的 自由にかかわる聞題 を考える場合 に

少数者の保護 という視点に立つ ことが必要 であ り」(殉職自衛官合麗訴訟最高裁

判決33>における伊藤正己裁覇官の反対意見),「たとえ,少 数者の潔癖感 に基づ く

意見 と見られるものがあっても,彼 らの宗教や良心の 離 ヨに対する侵犯は多

数決 をもって しても許されないのである」(津地鎮祭訴訟最高裁半鉄 における藤林

益三裁判宮の追加反対意見)と いうことを銘記する必要があ ります。

(3)綻 びは些細なうちに摘み取 るべ し

今 まで述べてきたような危倶に対 し,そ のような些細な問題で,そ れ程神

経質になることは無いなどとい う意見が,し ばしば見 られます。 また,今 旧

の社会情勢では,昭 和初期 と異なり,も はや国家神道の復活など期待する者

もな く,そ の点に関す る不安 は杞憂 に等 しいという意見 も少な くあ りませ

ん。

例えば,上 記三好裁判官は先の反対意見の中で,次 のように述べてます。

「靖國神社や護國神社 と国や地方公共団体 とのかかわりに関 して,欺L,

33)殉 職 露衛窟 合範訴 訟最},k-1戴糊 決:最 高裁 昭和63年6月1臼 大 法廷 判決 ・民 集42巻5号277

頁。
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国家神道及び軍国主義の復活を懸念する声がある。戦前の一時期及び戦

時中において,事 実上神社 に対する礼拝が強制されたことがあ り,右 危

惧 を抱 く気持は理解 し得 ないではない。」「〔しか しなが ら,神 道指令や

臼本国憲法等によ り〕,戦 後現在に至る靖國神社や護國神社 は,他 の宗

教法人 と同 じ地位にある宗教法人であって,戦 前 とはその性格 を異にし

ている。 また,政 教分離規定 を設けた憲法の下では,国 家神道の復活は

あ り得ないし,平 和主義 をその基本原理の一つ とする憲法は,軍 国主義

の十分な歯止め となっている。」「靖國神社や護國神社 と国や地方公共団

体 との本件程度のかかわ り合いにつ き,そ のような危惧を抱 くのは,短

絡的 との感 を免れず,臼 本国民の良識 を疑っているもの といわざるを得

ない。戦後長い間に培 われた日本国民の良識をもっと信頼すべ きであろ

う。」

しか しながら,初 期においては些細な問題でも,そ れを放置し既成事実が

積み重ね られると取 り返 しがつかない事態にな り得るとい うことも,事 実で

あ り,苦 い歴史的教訓でもあります。

かつて,ア メリカの公立学校の教室における聖書朗読がアメ リカ合衆国憲

法修正!条 に違反す るか否かが争われた事件において,連 邦最高裁の クラー

ク裁判官は,次 のように法廷意見を書いてます34)。

「政教分離の原則の侵害は,今 臼は滴 る水 であるか もしれないが,こ れ

はまもな く奔流す る怒濤になるであろう。」

愛媛玉串料訴訟の最高裁判決において,三 好裁判官の見解に対 し,尾 崎行

信裁判官は意見の中での次のように反論 しています。

「我要が 自らの歴史を振 り返れば,そ の ように考 えることの危険がいか

に大 きいかを示す実例 を容易に見ることができる。人々は,大 正末期,

最 も拡大された自由を享受する円々 を過 ごしていたが,そ の情勢は,わ

ずか数年に して国家の意図するままに一変 し,信 教の 自由はもちろん,

謎)SchoolDist.ofAbintonTwp.v.Scheikipl).374US.203(1963).高 柳 儒 一一 ド政 教 分 離 の 房《

購 」 福 音 と搬 界 綿70年5月 号77頁(86頁)参 照 。
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思想の趨由,言 論,出 版の自由 もことごとく制限,禁 圧 されて,有 名無

実 となったのみか,生 命身体の 自由をも奪われたのである。『今aの 滴

る細流がたちまち荒れ狂 う激流 となる』 との警旬を身をもって体験した

のは,最 近のことである。情勢の急変には10年 を要 しなかったことを想

起すれば,今 日この種の問題を些細なこととして放置すべ きでな く,回

数や金額の多少を聞わず,常 に発生の初期においてこれを制止 し,事 態

の拡大を防止すべ きものと信ず る。」

まさに正鵠 を射た見解であると思います。

宗教法人法の改正,内 閣総理大臣の靖国神社公式参拝,自 民党の憲法改正

案等,お のおのはさして重大な問題に見えないかもしれませんが,そ の放置

や既成事実の積み重ねは,政 教分離原則を確実に揺るがし,国 家神道復活へ

の橋頭盤になりかねないと考 える次第です。

権力は油断 しているといつの聞にか増長 し,気 がついた ときには手遅れに

なっている場合が間々あ ります。ワイマール憲法の下で,だ れがあのナチス

の台頭を予測 しえたでしょうか。治安維持法 も,始 めは共産主義運動や社会

主義運動に対する統制法 として制定 されたものでしたが,そ の うち罰則が強

化 され,や がて宗教団体の弾圧に も使 えるように 「改正」されてい きまし

た。"国 民を権力に隷属 させ よう"と い う動 きは,小 さな芽 のうちに摘み取

る必要があるのです。

IV志 は高 く,実 践は着実に

!志 を高 く持 っていただ きたい

これか ら法曹を志す皆さん,ま ず志を高 く持って ください。

志 とは,我 々に即 して言えば,建 学の精神 であ り,そ れ を体現する先に述

べ たような法曹像の具現です。そこには,信 教の自由への鋭敏な感覚等の鋭

い人権感覚 を持つことも当然含 まれましょう。
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創立者は,常 々 「学生 も,教 貝 も,同 じく"建 学の精神"に 集った同志 と

して,お 亙いに,真 摯に誠実に切磋琢磨 してい く。これこそ 『人間教育』の

真髄の魂であると,私 は信ずるのです」 とおっしゃっておられる。

この精神は創立者 と教職貝 ・学生のコラボレー ションで校風 ・伝統 として

キャンパスに満ち満 ちている。そこで学び,活 動 し,切 磋琢磨することによ

り,建 学の精神が入格 にまで昇華 してい くと言えます。極端に書えば,こ の

キャンパスで呼吸するだけで,建 学の精神が身につ くと雷って も過言ではあ

りません。

創立者の馨咳に親 しく接 し,そ の教 えを直接受け られる機会をふんだんに

持ち,か つ建学の精神が校風 ・伝統 となって満ち満ちているこのキャンバス

で学ぶ我々こそが,建 学の精神 をしっか り体現 して行 く使命 と責務があるこ

とを,ま ず確認 したい。

2志 は実現されて初めて意味を持つ

(豊)基 礎からの実力の重要性

い くら立派な志 を持っていて も,そ れを実現 していかなければ,絵 に描い

た餅に過 ぎない。志は実現 されて初めて意味 を持ちます。逆に何かを実現 し

たとして も,志 の低 い,あ るいは志の無い実現であっては,世 の中に弊害を

もたらすだけです。この二つは,車 の両輪 と言えましょう。

高い志を実現す るために必要なものは何か。 醤うまでも無 く,そ れを実現

する力,実 力です。その実力は,日 々の着実な実践か ら生 まれます。

創立者は,こ の点に関連 して,次 のようなスピーチをされたことがありま

す35)。

「わが創価大学の 『創価』 とは,価 値創造 とい うことであ ります。〔中

略〕

『創造』 ということは,た んなるアイデアとは違 うものであ ります。 し

35)第 三 圓棚 大入学式(1973年4月9}il)ス ピー チ 「創造 的人闘たれ」。語 らい 王巻4頂 〔57～

58彌 。
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か し,一 つのアイデアを生むことさえも,そ れには基礎からの十分な積

み重ねが要求される。学問におけ る創造は,そ れ とは比較にならないほ

ど基礎的実力 を要求するのはいうまでもない。創造の仕事は高い由のよ

うなものであり,そ れだけの高さに達するには,広 い裾野 と,堅 固な地

盤を必要 とす る。幅広い学問的知識 と深みのある思索の基盤のうえに,

初めて実 りのある創造の仕事が出来 るわけであ ります。」

② 創立者の"戸 田大学"で の鍛 え

創立者はまた,ご 自分の青年時代の学問習得について,次 のようなエピソ

ー ドを話されたことがあります36)。

「戸田先生は,学 校に行 けない私に,毎 朝のように,万 般の学問を教 え

てくださった。10年 聞,徹 して私 を鍛 えて くださったのです。私 自身,

どんなに忙 しくても,疲 れていても,勉 強だけは,読 書だけは,や りぬ

いてきました。」

そして名誉学位 をこのように多く受 けることについて,「 ただただ,こ の

"戸田大学"の 賜物であ り
,戸 田先生の勝利である」 とまで雷われている。

まさに,学 問に王道なしです。基礎からの地道な学問の実践の積み重ねに

よって,初 めて大 きな実力が身につ くと言えます。

3志 が力を生む

も う一 面,志 を持 つ こ とが力 を生 む源泉 にな るとい う一 面 もあ ります。

創立 者 は,あ るス ピー チ37>で,19世 紀 の ブ ラジル の文豪 ジwゼ ・デ ・ア

レンカル の 「『力』は 『志』 か ら生 まれ る。 いつ も人間が,ひ とつ の 欝的 に

向か って,そ の エネル ギー を猛 然 と,そ して忍 耐強 く発揮 して い くな らば,

いか な る障害 も必ず,克 服 す るこ とがで きるのだ」 との言葉 を引用 して 「ま

った くその通 りで あ ります。私 も,そ の決 心 でや って まい りま した。」 と,

36)遼 寧大学 「名轡教 授」称号授与 式(2002年4月1朗 スピー チ。語 らい1!巻5頁 〔10頁/。

37)北 マ リアナ諸鵬連邦 ・北マ リアナ大学 「名嘗 教授」称 号授 笠式(200!年7月19El)ス ピー

チ、、語 らい9巻1/0頁 〔118頁～ll9頁 〕。
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語られ,そ のことを教 えて くださいました。

また,あ の東 臼本大震災により入学式が中止とな り,授 業開始が5月 にな

ってしまった年 伽1輝)の 授業開始に当たっての創価大学 ・短大新入生の

集 い に寄 られ た メ ッセー ジで,次 の ように,激 励 して くだ さい ま し

た細。

「皆さんの希望の門出に際し,私 も学友 として一緒に大学生活をスター

トす るような心で,3点 にわたってエールを送 りたい」としで,第1に

「志 を高 く創造性 を発揮せ よ!」,第2に 「新時代 を開 く友情の連帯

を!」,第3に 「負け じ魂で忍耐強 く努力を!」 の3点 を贈 って くださ

り,第1に ついて,X6世 紀の韓国の大学者 ・李栗谷(イ ユルゴク)の 「学

びを始めようとする者は,ま さしく志 を高 く立てて,偉 大な入物になる

ことを霞分 白身に誓うべ きである。少 しでも卑下 して,ひ るむようなこ

とがあってはならない」 との至書 を引用 して,「 自分 を決め るのは自分

であります。 慮分の志の高さが,自 分 という入間を高めて くれるのであ

ります。青年にとって限界とは,自 分で自分 を卑下 して低 く決めつけて

しまうことにほかなりません。『学ぶ』生命に諦めはありません。学ん

だ分だけ自分でなければ発揮 し得ない創造性 を開発す ることができるか

らであ ります。」

第3に ついて,「 今回,東H本 大震 災の被災地か らも,最 優秀の英才

が入学 して くれ ました。『英知 を磨 くは何 のため』一皆さんが今,歯 を

食い しばって学びぬ き,知 性の実力を磨 き上げてい くなかに,乗 来を照

らしゆ く希望の旭 臼が赫遵 と昇 ることを,私 は確信 してやみません。」

「〔東北の碩学大槻文彦翁が祖父の教 え 「遂げずばやまじ」(成し遂げるま

で止めない)の 覚悟 を持 って偉業 を達成 した例 を引 き〕入類 の精神的遺

産 とは,こ うした先入たちの轡い尽 くせぬ忍耐 と執念の努力によって築

き上 げられてきた ものであ ります。その労苦 と使命に思いをはせ なが

38)聖 教 欝テ溝穫2◎II・il三5月≦)獲。



志は高く,実 践は藩実に3潔

ら,謙 虚に真摯に研鑛 を貫いていただきたい。そして君たち自身も今 臼

か ら学生生活で,一 生の使命の遺業 を残 しゆける土台を鍛 え上げていた

だきたいのであ ります。」

事 を為すにあたっては,高 い志 と真摯な研鐙が きわめて重要であること

を,再 度確認 しておきたいと思います。

結びにかえて一創価大学法科大学院生の勝利を期待する

現在,法 科大学院を取 り巻 く環境 ・状況は,か な り厳 しい。合格者数や合

格率の問題,司 法修習生の給付制廃止の問題,卒 業後の就職の問題等々,皆

様方にとっても深刻な問題が横 たわってお ります,

しか しなが ら,ピ ンチはチャンスと捕らえ,今 こそ高い志を持った創価大

学生の出番であると覚悟 を決め,着 実 な実践 を通 して実力を養い,様 々な障

害を乗 り越え,勝 利 していただ きたい。

皆様の勝利が,法 科大学院の勝利であ り,創 価大学の,そ して創立者の勝

利でもあ ります。そ して,そ れが 田本 を,世 界をより良い方向へ変えていく

ことに繋がると確信 してお ります。

私 も,及 ばずながらお手伝 いできることはさせていただきます。

皆様のご健闘と勝利を心から祈 り,期 待 して,私 の拙い最終講義 を結ばせ

ていただきます。ご清聴あ りが とうございました。

そして,関 係者の皆様,長 い問本当にあ りが とうございました。


